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　このニューズレターは2010年度のBuddy活動の報告です。留学生と
Buddyのつながりが今後いろいろな形で発展していくことが想像できます。

　本学に留学してくる外国人学生に、日本・本学での暮らしや学習を充実し
たものにしてもらおうというサポート部隊がBuddyですが、同時に、留学
生と付き合って異文化を体験しようという面も持っています。留学しなく
ても異文化体験ができるのです。

　これまでは、エンタメ系のBuddy活動が多かったような印象（それももち
ろん大切！）ですが、国際理解センターとして衣替えするのを機に、「語学
相互交換」や「留学体験を語る」、「私の国の文化を知って！」といったミニ･
イベントを開くなど、深みのある異文化理解のための交流プログラムを仕
掛けていくつもりです。

　ぜひみなさんの参加を期待します。
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IC バディのしおり
▼

バディシステムとは バディになったら

バディになるには

　本学の学生で、国際交流・国際理解に関心があれば誰でも
参加できます。語学力などの条件はありません。自分の授業ス
ケジュールを見ながら、無理のない範囲で協力して下さい。

　すべての活動は、国際理解センターと十分な連絡を取りなが
ら行います。連絡事項は、掲示版、ホームページ、IC-UNIPA
でお知らせします。
　また、活動をより良いものにするため、皆さんからのご意
見をできるだけ早く反映させていきたいと考えています。活
動する中で気付いた点、工夫できること（アイディア）などをど
しどし寄せてください。

こんな人を求めています

・責任を持ってサポートできる。
・留学生の日本語学習の手助けができる。
・友達の輪を広げたい。
・交流イベントを企画したい。
・異なる文化を知りたい。

　本学に学ぶ留学生が、勉強やキャンパス生活、日本での生
活習慣などについて困っていたり、悩んだりしているときに、
学生の皆さんが学友（バディ）として相談に乗ってあげるな
ど、留学生が日本での生活を楽しく、有意義に過ごせるよう
にサポートをするボランティア制度のことです。
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・中国・韓国からの留学生来日

・市役所等への手続き

・入学式

・キャンパスツアー

・生活に関する支援

・授業登録補助

・米国からの留学生来日

・授業に関する助言

・日本語学習補助
・カナダからの留学生
  来学

・生活に関する助言 ・カナダからの留学生
  離学

・夏休み

・活動アンケート実施

・米国からの留学生帰国

・冬休み

・韓国からの留学生帰国

・春休み

・中国からの留学生帰国

・卒業式

４月初旬

４月中旬

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

時　期 長期留学生への支援 短期留学生への支援 交流行事への参加協力

・留学生交流会（春期）

・米国からの留学生来学

・キャンパスツアー

・日本語アシスタント

・留学生交流会（秋期）

　

　

・OC短期留学生さよならパーティー

・学園祭準備
・学園祭

・学園祭準備
・学園祭

・学園祭準備
・学園祭
・米国からの留学生離学

・活動アンケート実施 ・活動アンケート実施

2010年度バディの活動報告
▼



　振り返ってみると、茨城キリスト教大学での生活は面白
くて、楽しいことがたくさんありました。バディと初めて会っ
た時は、凄く感動しました。わざわざ私たちのために、国際
交流部の先生たちとバディは、留学生の歓迎会をしてくだ
さったからです。
　この一年間で、たくさんの人との出会いは人生の宝物に
なりました。そして、国際交流バディと知り合って、友達に
なって、様々なことを勉強できてよかったと思っています。
また困ったときに、国際交流部の先生たちとバディに全力
で助けていただき、本当に感謝しています。

（中国  天津師範大学からの長期交換留学生・レンさん）

　日本に留学して、知らず知らずのうちに、もうすぐ一年に
なります。成田についた時の風景が今も目に浮かびます。そ
れから、国際交流部の親切な先生たちと熱心なバディの皆
さんの助けのおかげで、私たちの留学生活が無事、かつ順
調に進んできました。皆さんと一緒にお祭りにいったり、学
校のイベントに参加したり、おいしいお店に行ったりカラ
オケに行ったりすることなどは、すべて昨日のことのよう
に不思議に思われます。この一年間、皆さんに大変お世話
になり、感激しています。皆さんと出会って、素晴らしい思い
出がいっぱいできて、よかったなぁと思います。

（中国  天津師範大学からの長期交換留学生・チョウさん）

　たくさん期待をして始めた日本留学。新しい環境は楽し
くて面白いが、家族も友達もいない他国でひとりぼっちに
なったことは少し不安でした。しかし、バディたちが横にい
てくれたのでさびしくなかったし、力になりました。勉強以
外にも、日本の文化を感じて学んでみたくて留学に来たの
ですが、バディたちのおかげで日本という国を確かに感じ
ることができました。
　「いちごいちえ」と言う言葉のように、 1年間茨城で過ご
して大切な縁がたくさんできました。みなさん、次は韓国で
待っていますよ。焼肉とキムチチゲ（鍋）おごるからぜひ遊
びに来てくださいね！

（韓国  明知大学校からの長期交換流学生・グくん）

The IC buddies are always so friendly and willing to 
take us anywhere, or make plans. It was a blast to 
get to know them and learn more about the culture.

（カナダ  ファンショー大学からの短期留学生・ネリアさん）

Everyone at school was very helpful and there were 
many incredibly memorable people. Thanks guys!

（カナダ  ファンショー大学からの短期留学生・ジェシーくん）

Everyone was fantastic! I had an amazing time at IC. 
Thank you SO much!

（米国  OCからの短期留学生・キンバリーさん）

　普段何気なく話している日本語ですが、外国人にとっては疑
問に思ったり、発音や言い回しが難しかったりして、それを上手
く説明できなくて大変でした。日本語は難しいと思いました。

（E科・2年）

　自分から進んで行動すれば、留学生とより仲良くなれます。
１年次よりも２年次、２年次よりも３年次と、交流をどんどん
深められます。自分に自信が持てるようになり、英語圏の留学
生だけではなく、中国・韓国の子たちとも仲良くなれました。

（E科・3年）

　私は全然英語を話せないし、W科だけど、学科は関係ない
と思いました。興味があるなら、ぜひ参加してみてください！

（W科・１年）

　日本語の難しさと、自分の英語力のなさを痛感しました。で
もそれがあったからこそ、もっと勉強する意欲がわきました。

（E科・3年）

　バディ活動を通して留学生と知り合うことができ、自分の英語
力を向上したいという気持ちにとても刺激を与えられました。

（E科・2年）
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